
配
置
に
つ
い
て
一
方
的
に
な
ら
な
い
よ
う

関
係
法
令
の
中
で
開
発
業
者
と
調
整
を

図
っ
て
お
り
、
支
障
と
な
る
場
合
に
お
い

て
も
道
路
事
業
と
の
調
和
に
努
め
て
い
く
。

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

�

広
域
的
な｢

な
ぎ
さ
公
園｣
の
活
用
を

湖�

誠�

会�

竹　
内　
基　
二

問
　
Ｓ※

Ｌ
Ｏ
Ｗ 

Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
は
、
な
ぎ
さ

公
園
の
一
部
の
活
用
に
留
ま
っ
て
お
り
、

今
後
膳
所
城
跡
公
園
や
膳
所
・
晴
嵐
の
道

ま
で
含
め
た
よ
り
広
域
な
市
民
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は

答
　
本
イ
ベ
ン
ト
の
対
象
エ
リ
ア
は
、
第

４
次
大
津
市
緑
の
基
本
計
画
の
地
域
別
計

画
に
お
け
る
「
に
ぎ
わ
い
重
点
エ
リ
ア
」

内
を
基
本
と
し
て
お
り
、
今
後
地
域
や
事

業
者
な
ど
か
ら
の
提
案
が
あ
れ
ば
、
実
現

可
能
性
や
推
進
方
針
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
対
策
と

�

交
通
安
全
教
育
の
徹
底
を

湖�

誠�

会�

近　
藤　

�

眞　
弘

問
　
市
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
登
下

校
時
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
年
間
20
件

以
上
発
生
し
て
い
る
。
通
学
路
の
一
層
の

安
全
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
児
童

生
徒
へ
の
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は

答
　
関
係
機
関
と
連
携
し
た
合
同
点
検
に

よ
り
危
険
箇
所
の
改
善
を
図
り
、
安
全
確

保
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
策
定

予
定
の
第
11
次
大
津
市
交
通
安
全
計
画
に

お
い
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
交
通
安
全

教
育
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
講
習
会
の

�

積
極
的
な
周
知
広
報
を

公
明
党
議
員
団�

佐　
藤　
　
弘

問
　
国
は
民
間
企
業
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
デ
ジ
タ

ル
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
無
料
の
「
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
講
習
会
」
の
開
催
を
推

進
し
、
そ
の
周
知
広
報
を
求
め
て
い
る
。

　
開
催
場
所
な
ど
の
情
報
の
把
握
や
受
講

者
に
向
け
た
教
材
・
動
画
の
配
信
情
報
の

周
知
な
ど
、
市
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
の
周
知
広
報
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

答
　
今
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
講
習
会
の
開
催
情
報
な
ど
の
周
知
に

努
め
て
い
く
。

国
道
１
号
の
渋
滞
対
策
と
し
て

�

名
神
高
速
道
路
の
活
用
を

市
民
ネ
ッ
ト
21��

田　
中　

�

知　
久

問
　
県
道
お
よ
び
市
道
か
ら
の
国
道
１
号

へ
の
合
流
渋
滞
の
対
策
と
し
て
、
本
市
を

通
る
国
道
１
号
利
用
者
の
約
４
割
を
占
め

る
通
過
車
両
の
減
少
を
促
す
た
め
、
国
道

１
号
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、

名
神
高
速
道
路
の
バ
イ
パ
ス
化
や
通
行
料

金
割
引
な
ど
を
県
と
と
も
に
国
、
関
係
機

関
へ
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は

答
　
国
道
１
号
の
渋
滞
対
策
、
バ
イ
パ
ス

計
画
策
定
の
動
き
の
中
で
国
、
県
、
自
治

体
な
ど
で
幅
広
く
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。

く

ら

し

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の

�

活
動
支
援
の
充
実
を

新�

和�

会�

鳥　
井　
義　
徳

問
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
に
は
人

材
や
活
動
費
の
確
保
が
課
題
と
考
え
る
が
、

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
「
地
域
元
気
づ

く
り
事
業
補
助
金
」
の
よ
う
な
支
援
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は

答
　
本
補
助
金
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
地
域
活

動
に
影
響
を
与
え
る
中
、
地
域
を
元
気
に

す
る
た
め
、
人
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た

事
業
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
地
域
の
課
題
の

解
決
や
特
色
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

防
災
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た

�

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
対
策
は

市
民
ネ
ッ
ト
21�

船　
本　
　
　
力

問
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
対
策
と
し
て
、

警
戒
区
域
に
関
係
す
る
地
権
者
・
居
住
者

の
同
意
を
得
た
場
合
の
急※

傾
斜
地
崩
壊
対

策
工
事
に
対
す
る
市
の
見
解
は

答
　
土
地
利
用
の
制
限
な
ど
に
対
す
る
土

地
所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
て
県
知
事
か

ら
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
防
災
施
設
に

係
る
土
地
提
供
な
ど
に
関
係
者
の
合
意
形

成
が
図
ら
れ
て
初
め
て
事
業
化
が
可
能
と

考
え
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

シ※
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る

�

官
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
ネ
ッ
ト
21�

嘉　
田　
修　
平

問
　
市
中
心
部
の
持
続
的
な
に
ぎ
わ
い
創

出
を
目
指
し
た
び
わ
湖
大
津
ま
ち
づ
く
り

会
議
が
終
了
し
た
。
今
後
も
大
津
駅
か
ら

湖
岸
エ
リ
ア
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
を
継
続
的
に
醸
成
す
る
場
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
は

�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

ＳＬＯＷ�ＯＴＳＵでのイベントの様子

※シビックプライド　市に対
する誇り、愛着および共感

土砂災害が発生した
土砂災害警戒区域の隣接地
（仰木の里学区）

※急傾斜地崩壊対策工事　県が指定する急傾斜
地崩壊対策危険区域において、保全人家が５戸
以上は県の補助を受けた市が、10戸以上は県が
対策工事を行うもの

※ＳＬＯＷ　ＯＴＳＵ　「なぎさ公園周辺魅力向上
プロジェクト」の一環で、行政、地域住民、民
間事業者が参画し、さまざまなイベントの展開
により、にぎわいを創出する事業おおつ市議会だより

令和４年２月１日7
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